
事業マネジメントの基本的進め方とは
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令和3年度在宅医療・介護連携推進“支援”事業 「市町村等担当者研修会議」 資料
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【基本目標】

目標を達成するための手段

【在宅医療・介護連携推進事業】
① 医療・介護サービス資源の把握
② 連携課題の抽出と対応の協議
③ 切れ目ない在宅医療と介護提供

体制の構築
④ 専門職間の情報共有支援
⑤ 在宅医療・介護連携に関する相

談支援
⑥ 在宅医療・介護関係者への研修
⑦ 地域住民への普及啓発
⑧ 関係市町との連携

⚫目指す地域の姿を形の上では置いてはいるが、抽象的なままで、その実現には何が必要かの検討は不十分。

⚫ 「目指す地域の姿をどのように達成するか」よりも、国から提示された事業や施策を「どのように展開するか（手段・方

法）」に意識が向いている。

⚫効果的対策を講じるためには、病院とケアマネの連携が弱い原因（どこが弱い？ なぜ連携が弱い？）を把握する

必要があるが、こうした分析は行われていない。課題が抽象的なまま、対症療法的な対策が検討されている。

（課題）
・病院とケアマネの連携が弱い

（対策）
・退院支援ルールを作る
・研修会を開催する など

よくみられる課題と対策

何が問題か（意識・知識・方法）

事業マネジメントの現状（A市の場合）



出所）厚生労働省老健局介護保険計画課：介護保険事業（支援）計画の進捗管理の手引き（2018/7/30）より引用

厚生労働省が提示する「事業を展開するためのPDCAサイクル」とは
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